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＜連絡事項＞

· デイケアの経過連絡票を修正し、今週中に打ち出し、カルテに挟むこと。

· 2月分の環境整備の月間予定表を提出すること。

· 先週の金曜日にエアロビクスの実施表提出済み。

· 2/18デイケア、2/24デイナイトケアで避難訓練の勉強会を行う。

· 2/23までに委員会事業計画のパワーポイントを提出する。

＜外来患者様情報＞

・ 我満　奈津紀様～デイケアに行こうと思っているが、行けるのは午後からなので面倒に思う時もあると話される。

· 本田　英之　様～外泊中は家族とハローワークや就労に関して話す事が出来たとの事。また、工場

での仕事も考えていると話される。睡眠を摂れない時もあったと話す為、ハル

ラックを処方している。

· 晴山　美智子様～体重104kg（±0kg）。外食は続けていると話される。野菜ダイエットを行おうと

したが、野菜を食べ過ぎてお腹を下した為、通常の食事に戻したとの事。また婦人科を受診した結果問題ないと言われたと報告している。

· 駒目　　翔　様～爪が割れて脈が速いのは気管支の薬の影響ではないかと話す為、様子を見るよう

に伝えている。また2月でデイケア退所となる為、何か必要な書類はあるのか

と質問している。通所スタッフに確認を行うように説明している。

· 森田　清助　様～先週の水曜日に寒気がして木曜日に内科を受診したがまだ風邪が治らないと話　

　　　される。ＰＬ顆粒7日分処方している。

· 高橋　百壽　様～21～5時まで睡眠は摂れているとの事。デイナイトケアに関して今のところ問題

はないと話される。

・  田中　　一　様～デイナイトケアの種本様から復讐される事が恐い為、挨拶もせず無視していると話される。過剰反応する事無く、挨拶は礼儀の為行うように説明している。

＜青明舎利用者様情報共有＞

· 山田　健次　様～戸賀沢様に貸している六千円について本日戸賀沢様のご家族様から返金予定で

あったが、明日の10時からに変更となっている。10時頃青陽館にてスタッフ（青

明舎、デイケア）立会いの下、戸賀沢様のご家族様から山田様へ6千円を返済

する予定。

· 長瀬　紘一郎様～ヘルパーより情報提供あり。先週の土曜日の朝食にインスタントラーメンを鍋

にかけたままコタツで居眠りをし、鍋を焦がしていたとのこと。また、コタツ

の点け始めに焦げ臭いがしていたとのことで、コタツの中を確認すると、熱

部分に埃が溜まっており、焦げの臭いの原因になっている。実家に行った際に

その旨を伝えると家族より早いうちに購入するように話があったとのこと。介

護保険に関しては本人の話が二転三転する為、通所で介護保険について話しが

あった場合は関係機関へ情報提供を行っていく。

· 駒木　　学　様～自宅訪問を行ったところ、風邪を引いてしまい風邪薬を処方してもらったとの事。

デイケアでは卓球を行って楽しかったと話し、通所に関して拒否的な発言はな

い。

· 宮　　陽子　様～担当医との面談の際にデイケアを利用するように担当医から説明を受けると｢分

かりました｣と話すも納得していない。また青明舎の行事に参加した際には、今

週は疲れや忙しさでデイケアに行く事が出来なかったが、来週の火曜日からは

デイケアに行くと話している。

· 大久保　康弘様～繁名様よりバレンタインにクッキーを貰ったとの事で、青山荘で食事を摂りに来
た際にお守りをお返ししている。また、通所では冬物の上着を持っていないた

め、少しお金を貯めて冬物の上着を買うと話している。
· 袴田　隆裕　様～仕事は順調との事だが、金銭に関して悩みがあるとの事。現在父様が働かず、母

のパート代、自分の給料、弟様からの援助で生活をしているとの事。生活代の

支出が多く、また借金を繰り返している状態との事。父様を説得したところ3

月より働くとの事だが、いつまで続くか不安を感じる為、早く一般就労したい

と話される。現在就労は順調に行っている為このまま進めていく事を促してい

る。また、関係機関への情報提供は｢家の事なので色んな人に知られたくない｣

と拒否している為、本人から関係機関へ相談を行うように促している。

· 田中　宏明　様～春頃を目途に通所の利用回数を増やしたいと担当医に相談している。仕事は現在

行っていないが、仕事先とは年賀状やメールで連絡を取り合っているとの事。

· 其田　淑子　様～来所する際にタクシーを利用する事があるが、以前より天候を考慮しながら徒歩

で来るようになっている。また、タクシーで来所する際は淡路様と割り勘で支

払いを行っているとの事。定期を崩し卸した10万円はタバコ1カートン購入し

た以外には手を付けていないと話している。通所スタッフに次回の生活費を卸

してきたら定期的にお小遣い帳を見せると話される。

＜利用者様情報＞

· 川口　八寿子様～三月に東京へ一人旅に行く事に関して担当医から許可を貰ったと報告している。

友人の家族が亡くなり、友人にお悔やみを渡したが受け取らなかった為｢早く受

け取れ｣と強い口調で話してしまったとの事。また、お悔やみの話をしている際

に別の友人から何の話をしているのか聞かれ、｢犬の葬式の事｣とはぐらかした

事を母様に話したところ言い方が適切でないと怒られたと話す。そのため友人

にメールで謝ったが、その事には触れない内容が返ってきたとの事。今週の木

曜日にその友人と会う予定だが、どう接したら良いか分からないと話される。

会った際に友人が怒っているようであれば再度謝罪するように説明している。

· 細越　定生　様～先週金曜日の作業療法の際に窓側により窓を開けて作業を行っている。窓を開け

ると他メンバーが寒いと感じるため閉めてもらえないかと説明すると｢俺は暑

いからこうして隅っこに寄ってんだ。どこに行けって言うの｣と話す為、スタッ

フと共に3階で作業を行うかと促すと｢じゃあ俺は邪魔って事か｣と声を荒げて

話される。

· 稲垣　ふき　様～本日昼食時に列に割り込み、其田様から強い口調で怒鳴られている。直後に｢ご

めんなさい｣と謝ることが出来ているが、食後には｢気分悪いな｣と話している。

その後トラブルにはなっていない。

· 長瀬　紘一郎様～11時頃に頭痛を訴えている為体温測定を行うが、体温35.6℃と異常は見られな

い。引き続き様子観察を行う。

· 田中　正士　様～本日ふらつく事が多く、レクリエーションで自分の席に戻る際にも何度かつまづ

き転倒の恐れがある。転倒事故のないように見守りを行っていく。

＜防災訓練各担当の検討＞

※資料は別添参照

　

　・デイケア残り番：兵藤、佐々木

　・デイナイトケア残り番：川井

　・消防機関連絡：佐々木

　・館内放送：佐々木

　・当日リーダー：山田、上野

次回は、2/23に再度防災訓練について説明する為、2/23までに各自企画書を確認する事。

	企画項目
	防災避難訓練（日中想定）　緊急連絡網実施・確認

	目　的　
	・避難・誘導の訓練と防災の意識の向上

	実施日
	・平成２１年　２月２５日（水）１３時３０分～　

	出火場所　　　
	・青陽館1階喫煙所

	参加者
	・当日利用している利用者様、スタッフ（計７５名）

	実施内容
	時間
	全体の動き
	防災委員（手伝いスタッフ）の動き

	
	１３：２９


	
	防災委員が避難訓練準備。

（１階喫煙所の火災探知機に煙を近づけ火災報知器を鳴らす）

	
	１３：３０
	１階喫煙所から出火。火災報知

器が鳴ったら、避難訓練開始。
	チェック表記入（別紙参照）

※防災委員は、１階の様子を観察しチェック表を記入し、防災委員手伝いスタッフ（遅C勤務者１人）は、２階の様子を観察しチェック表を記入する。

	
	１３：３７
	避難訓練終了。
	避難訓練実施の際、１・２階の誘導時

間のタイム測定

	
	・後日カンファレンスで反省会を実施。

　カンファレンスにて質問・疑問点等が出た場合、委員や防災管理者（清水）へ確認後、折り返し報告する。

	防災対策本部について
	目的：報告・連絡・相談を一箇所にすることにより、今起きている状況の把握・整理するとともに、必要に応じて、避難誘導の人員の指示をスムーズに行うため。

火災報知器がなり次第、防災対策本部は管理棟２階コメディカル・管理室となり防火管理者清水靖子が配置となる。


当日の動き

	13:00
	・カンファレンス実施。
	・デイケア、デイナイトケア１人ずつの残り番以外は、全スタッフカンファレンスに参加。

	13：30
	①火災警報機の警報音を聞いたら「出火場所の確認」
	・自動火災報知設備の受信機のある１階ｽﾀｯﾌﾙｰﾑに駆けつける。

担当：デイケア残り番(兵藤、佐々木)、カンファレンス参加スタッフ２名

・受信機の火災報知器連動操作盤の明かりのついているところを探し、警戒区域図面と合わせて見て出火場所を確認する（指差し呼称２回）

担当：デイケア残り番、カンファレンス参加スタッフ２名

（他スタッフは利用者様対応）

	
	②出火現場の

確認
	・消火器を持って、出火場所へ急行し、火災を発見する。

担当：デイケア残り番(兵藤)、カンファレンス参加スタッフ２名

（他スタッフは利用者様対応）

	13：31
	③初期消火実施
	担当：デイケア残り番、カンファレンス参加スタッフ２名

・初期消火失敗後、SGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）に連絡。担当：デイケア残り番(兵藤)

・報告を受けたSGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）は、防火管理者（清水）へ連絡。

	13：32
	※下記の④⑤⑥は同時進行

④消防機関への通報
	・消防機関へは、火災報知装置を使用するか、PHSで「００１１９」をダイヤルする。今回の避難訓練では、PHSを使用し消防機関へは連絡する（通報例文は別紙参照）。担当：デイケア残り番(佐々木)

・この通報後に警戒音を停止する（音響停止スイッチの音響、地区音響の赤い２個のスイッチを押す）。担当：デイケア残り番(佐々木)

	
	⑤施設内部への情報伝達
	・施設内に火災の状態、避難の仕方、避難先を放送する（別紙参照）。

３回以上繰り返すこと。担当：デイケア残り番(佐々木)

	
	⑥区画形成
	・防火区画形成のため、防火扉が閉まっているか確認する。

担当：カンファレンス参加スタッフ１名

	13:33
	⑦入所者の避難誘導と残留者なしの確認
	・デイナイトケアスタッフは、利用者様を浴室側の非常口から外階段を利用し１階へ降り、青山荘前へ誘導する。

・デイケアスタッフは、利用者様を浴室側の非常口から青山荘前へ誘導する。

（その際、リーダーは、当日の出欠がわかる名簿を持つ。他スタッフは、各居室、残留者がないか確認しながら誘導し、さらにトイレ、浴室等を見回り、残留者のいないことを確認し、各部屋のドアを閉める）

	13:35
	⑧人員確認
	・リーダー(上野、山田)は、人員の確認をする。

	13:36
	⑨防火管理者へ報告する
	・リーダーは、下館SGMへ報告し、下館SGMから防火管理者（清水）へ報告する。

	13:37
	⑩避難訓練終了
	











